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　　1　本稿の課題
　筆者は，「有用な農書」としてつとに世に紹介されている一農書；徳山敬
猛著『農業子孫養育草』（文政9年）の初瀬川健増筆写本によるあらたな翻刻
と，当代最も権威のあった農書，宮崎安貞著『農業全書』（元禄10年刊）との
対比照合を内容とする「徳山敬猛『農業子孫養育草』（文政9年）］なる論稿
と，同書の草稿ともいうべき『農業子孫養育草控』（文政7年）の翻刻と，そ
れの同書との比較対照を内容とする「徳山敬猛『農業子孫養育草控』（文政7
年）uなる論稿という，同書に関する二つの論稿を本学会誌に掲載してきた（第
14巻第1号，第2号）。そのまえがきに記したし，また翻刻，比較の個所であき
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らかになったように，本書は『農業全書』からの引用，ピック・アップからな
りたった，オリジナリティの乏しい「農書」なのである。しかし，わずかにみ
られる独自の叙述，さらには『農業全書』からの引用，ピック・アップの仕
方それ自体のなかに，本書の成立した客体的条件（時代的地域的状況），ある
いは主体的条件（著者徳山敬猛あるいは徳山家の状況）が反映されているで
あろうことが予想され，それは検討にあたいすることであろうことを述べて
きた。さらに，幸いにして，この徳山家の近世期を中心とした4，600余点の文書
類が残されていること（それは岡山大学附属図書館に寄托され，「徳山家文書」
として利用可能となっている），この徳山家についての綿密な研究が行なわれ
てきていること（森宗英之「村方地主制と鉄山経営一美作国大庭郡徳山家の
場合一」『岡山史学』6・7号1960年），そしてこの地方についてのすぐれた地
域史研究の成果のあること（川上村史編纂委員会編『川上村史』1980年，な
おその後，八束村史編纂委員会編『八束村史』1982年）を指摘して，以上の
検討の条件のあることを述べてきた。本稿は先に述べたような本書の成立の
主体的・客体的条件を検討する，いな検討するというよりは検討の方向性を
さぐるということを課題とするものである。昨年8月に現地踏査を行なった
が，その成果をもふまえて，以下この課題を追究していきたい。
2　上徳山村の農業事情
ほ）山中地域の自然的・地理的条件と農業事情
　徳山家の居村上徳山村は，岡山県の西北部に位置し，北に大山に連なる1100
～1200メートルの野山3山がそびえ，南には1000メートル級の中国山地の山
々がそびえるというように，四囲を高い山々に囲まれた蒜山盆地の一隅にあ
る。その中央を旭川の上流，当時この地方では久世川，あるいは高田川とよ
ばれていた川が流れ，その西側に耕地がひらけているという惣山盆地である。
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蒜山盆地の中央部で旭川の沿岸が標高420メートル位で，上徳山村は標高500メ
ートルである。この船用盆地はその標高による高冷地で，また積雪地であり，
さらに「黒ぼこ」とよばれる強酸性の火山灰土地帯である。きびしい気候・土
　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝壌条件のもとにあったのである。なお幼者往来枝道が東西に通り，大山往来
がそれと上徳山村で傾めにクロスするように東南から西北に通っている（第
1図参照）。
　明治21年の「岡山県農事調査」によって，この上徳山村の属する大庭郡と
上徳山村等とともに蒜山盆地をかたちづくる諸村が属する真島郡の様子をみ
　　C2）
よう。
　大庭郡
　地質及土性　本郡ハ凡ソ嘘土四分ニシテ壌土五分二居リ他ハ砂地ナリ
　気候降霜始十月十日頃終四月三十日頃
　　　　降雪大雪六尺小雪一尺降雪十一月十日頃融雪四月十日頃
　　　　降雨　雨量未詳凡六十日最多六月頃最少八月頃
　　　　魔風　春ハ東秋ハ西土目遣北風ナリ
　真島郡
　地質及土性　本上口凡ソ嘘土六分植土一分砂小石交二分
　気候　降霜　始北部十月十五日南部十一月一日
　　　　降雪　大雪北部五尺南部一尺，小雪北部一尺南部二寸
　　　　降雨　雨量未詳最多五月頃最少七月頃
　　　　恒風　春ハ東南夏ハ南秋冬ハ西北風ナリ
　このような自然条件のもとにあって，「本郡北部ハ山嶽多ク寒気強ク麦二二
十島生育セズ」（大庭郡），「本郡北部積雪多ク冬作ヲ為ス能ハズ」（真島郡）と
（1）川上村史編纂委員会編『川上村史』1980年　第3章第2節3（難波保夫執筆）参照。
（2）以下，明治21年の岡山県農事調査は，『明治前期産業運動資料　第1集農事調査　第
　11巻岡山県』（大橋博編集　吉岡金市校訂・解題　1979年　日本経済評論社）による。
　原統計には各種目別の生産額は記載されていないが，生産数量：と単価があり，これか
　ら得られる産額から算出してある。
一29一
一転帆副帥噺鮒漁騨鶴伽理?
臼1）この地図は大日本帝国陸地測量部発行5万分の1
　2）上徳山は本図の時代は徳田村に属する
「湯本1図幅（明冶32年測図・
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いう農業情況にあった。ここに麦綿茶桑等が成育しないとあるが，明治ユ0年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）の「農産表」によって，この両郡の農産物構成をみておこう。農産物価格合
計を！00とする種目別のウェイトは，岡山全県が米65．8％，麦14．3％，雑穀
3．7％，藷薯2．1％（以上普通農産物86．0％），特有農産物14．0％のとき，大庭
郡はそれぞれ69．2％，5．2％，5．6％，O．44％，（80．5％），19．1％，真島郡がそ
れぞれ68．9％，12．7％，9．2％，0．34％，（91．1％〉，8．9％となっていて，両郡
ともに米のウェイトが全県より大きいこと，麦がともに小さいこと，特に大
庭郡のそれが著しいこと，雑穀はともに大きく、そのなかで大豆が大庭郡4．2
％，真島郡7．7％，（全県2．2％）で両者ともに大きいこと，特有農産物は煙草が
大庭郡12．1％，真島郡5．0％，（全県O．89％）でともに大きく，特に大庭郡のそ
れがきわめて大きいこと等をその特徴として指摘することができるであろう。
麦は小さく，米と雑穀（特に大豆），それに特産の煙草が大庭郡の農業を特徴
づけている。それより南にある真島郡も北部の蒜山盆地地域は同様であった
ろうと思われるので’ある。
（2）上徳山村の農業事情
　以上は明治初期の大庭郡の状況であるが，ついで当該の時期の上徳山村，
あるいは周辺の喜々の農業事情をみていこう。この上徳山村にはほぼ同じ内
容の，寛政11（1799）年，文化5（1808）年，天保9（1838）年の三つの「村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）明細帳」があるが，そのうちの文化5年のそれ，ならびに『川上村史』に掲
載されているほぼ同一時期の上徳山村分以外の3ヵ村の「村明細帳」からの
　（5）
引用記事によって，以下検討していく。
（3）拙稿「明治初期岡山県の産業構成」，『岡山大学経済掌会雑誌』第15巻第3・4合併
　号，789　一798ページ。
（4）　『文化5年村差出明細帳』（岡山大学附属図書所蔵「徳山家文書」No．63！）。
（5）以下上徳山村以外の各村の「村明細帳」からの引用は，上掲（1）『川上村史』の190一一
　191ページ間の折込表による。
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　上徳山村は高411石684合・反別32町9反2畝8歩，うち田高347石4合・反
別25町6反4畝27歩，畑高56石841合・反別6町4反4歩で，田勝の村である。
1反歩当りの石高は，田1石353合，畑8斗88合となるが，前者は中田の石盛
14を下まわり（下田12），後者は下々畑8を上まわる（下畑10）程度であって，
田畑ともに劣等のものが多く，耕地条件はよくない。家数は102軒，うち高持
百姓99軒，寺1軒，鍛治1軒，牛頭天宮鑓i取1軒である。それに牛42頭，馬
4頭がいる。高持百姓1戸あたり4石158合，3反3畝8歩である。土質は，
3割黒泥土，3割黒灰土，4割砂受地，ということで，よくない。東西155
町，南北25町の当村の村柄は「高山ノ麓谷間之二二而日請悪敷例年作方不
熟多御座候へ共農業之外何之稼も無御座候」である。近村も「西伯州大三二
　　　　　　　じ　　ルケ仙より北東へ草薬仙と申す高山相続き，殊の外寒気強く，毎年九月下旬よ
り雪積り翌三月迄は消申候大雪所」（上福田村）である。なお天保9年の「明
細帳」には「伯州大山同州米子往還駅二而御座候得共農業之外何之稼も無御
座候」とある。冷涼，積雪の地で，農業以外の生業の機会の乏しい所である。
　農業生産の状況をみよう。田方に作付される稲作については，播種期は春
土用前（上福田村は春土用前，東茅部村は春土用上り8，9日経ったころ，
西茅部村は春土用から7，8日経ったころ），収穫期は早稲秋彼岸より，中晩
稲9月中旬迄（上福田村は早稲彼岸中，晩稲9月上旬迄，西茅部村は早稲9
月中旬迄，晩稲秋彼岸～9月末），播種量は反当1．8斗一一2．4，5斗，下田は増
量（上福田村は反当1．8斗～2．4，5斗で下田は増量：，東茅部村は2三位，西
茅部村は上中下田ともに2斗）である。反当播種量：が多いのは「是ハ水冷リ
生立不宜井壱坪二丁稲株百四五拾株も植付申候」ゆえである。品種は「二者
第一牧谷勘助撰出し稲作付候」という記述から「牧谷」「勘助」というもので
ある（東茅部村には「よりだしぼつ」「こくしらかわ」「あざれもち」「あぜこ
しもち」があげられている）。畑方には「三方之義麦大小豆三三蕎麦之類少し
宛うへ付申候」とあり，天保9年にはほかに煙草が記載されている。上福田
村は麦，大豆，小豆，粟，稗，蕎麦，煙草，西茅部村は麦，粟，稗，大豆，
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小豆，蕎麦，芋，大根，煙草，である。このうちの麦作であるが，「麦ハ秋彼
岸6’蒔付候　麦種壱反二付弐斗七八升位　大雪論旨而年二宮皆無同前漸二種
魚取油画度々二御座候ゆへ少し宛仕付凸面」となっている。近村をみると，上
福田村，播種期は彼岸後，播種量反当2斗～2．5，6斗，「九月下旬より翌三月
迄雪敷申候につき，大方腐り皆無の年多く候」．東茅部村，播種期秋彼岸，播
種量2斗一一2．4斗，収穫量反当5斗一一　6斗，「大雪所，若きへかたくて春のひが
ん迄も雪候えば，残らず腐り……」．西茅部村，播種量反当2斗，収穫量反当5
斗，となっている。積雪のために作付も小さく，生産力も低い。前項で明治
10年の大庭郡の農産物構成における麦のウェイトの小ささをみたが，それは
このような事情を反映したものといえよう。
　稲の生産力が低く，また麦作も小さいこの地方ではいきお・い雑穀が農民生
活にとっていっそう重要になる。このような米麦雑穀生産が行なわれ，棉，
桑の裁培がみられないなかで特筆すべきは葉たばこ生産である。先の明治10
年の農産物構成において葉たばこのウェイトの大きさがこの大庭郡の特徴で
あることをみたが，この葉たばこがかなり裁培されているのは，この地域特
有の「黒ぼこ」とよばれる火山灰質の強酸性土壌がその裁培に適するという
自然条件によるとともに，量質ともに年貢米もことかくなかで，これによっ
て年貢納入を補完するものとして積極的に裁培されたといえよう。
　ここで，以上の農業生産を可能とする条件である用水と肥料についてみよ
う。この蒜山盆地の中央を流れる旭川（久世川，高田川とも呼ばれている）
が最も大きい用水源である。上徳山村の「村差出明細帳」には「用水ハ久世
川上大川筋　水元伯州境当村之内鷲ケ仙6流落気候久世川川上池内海谷川当
村之内二輪一所二落申候天谷川日当村之内6流出下徳山村へ落申候」（文化5
年），「川四ケ筋」（天保9年）である。しかしこの久世川は水量は乏しく，ま
た耕地面より数段低いところを流れているために引水にも不便で，用水の大
部分は谷川によっていたという。近村も「村明細帳」に上ると，「明連川・属
名木川・久世川通より引水」「山中の荒川，雪消時分夕立など度々洪水候て，
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御田畑川欠石砂入など毎度出来二二」（上福田村），「高田川より2分，粟墨川
より2分，各川上り6分引水」「惣じて暗面水損の村方にて，畑方弐分通り水
損場，旱損は無く候」（東茅部村），「高田川通より引水」「田方壱分通り小損所
九分通りは旱損所，畑方残らず旱損所にて候」「田方用水は谷水を引申し候」
（西茅部村）という状況である。平常時はともすれば水不足の「旱損所」に
なりやすいが，長雨や雪どけ時などに用水が氾濫して，一転して「水損所」
　　　　　　　　　　　　　　（6）になってしまうことが多かった，という。したがって用水確保はきわめて重：
要な問題であった。そのための努力や工夫は様々になされたであろうが，そ
の著例に文政6（1823）年に東茅部村の石賀重兵衛（清教）の溜池築造とそ
れにより畑田開発がある。それは「文政六年石賀重兵衛辰ノロ荒神ケ市ヲ開
墾ノ計画ヲ立テ用水池トシテ溜池ヲ築ク，面積一反七畝ト土手敷五畝歩ナリ，
文政七年該池ガカリニ旧来ノ畑ヲ起シテ田地トナス，此反別一町参反余ナリ」
　　　　　　　（7）と記されている。『農業子孫養育草』の著者徳山敬猛がその築造にいたく感銘
した溜池である。
　肥料については，明治21年の「岡山県農事調査」は大庭郡について，「本郡
は柴草山多キヲ以テ柴草ヲ得ルニ便ナリ」としているが，採草などによる自
給肥料によっていた。上徳山村の採草場は「肥シ草山ハ三平山内海谷天谷猶
尾うね…」とあり，村入会，丁々入会であった。
　ところでこの年にこの上徳山村には牛42頭，馬4頭がいた。『八束村史』に
は文化15（1818）年から明治2（1869）年にいたる上徳山村の戸口・牛馬数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8｝の推移が示されているが，この問牛43　一一46頭である。この山中地域では牛が
農耕，運搬用として飼育されていたことを示している。文化5年の高持百姓
数と牛馬数とから2軒に1軒が牛ないし馬を飼育していたことになる。第ユ
表は文化15年の農家階層別牛馬飼育状況を示したものである。所持石高の大
（6）（1）と同一書　139ページ。
（7）川上村役場文書「大正13年11月5日真庭郡役所御中開墾新開等二関スル件」。
（8）八束村史編纂委員会編『八束村史』1982年　183ページ。
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第1表農家階層別牛飼育状況 （文化15年）
階　　層 戸　数 牛　馬 同1戸あたり牛のある戸数 同比率
0 8戸 0頭 0　頭 0戸 0％
1石来満 29 1 0．03 1 3．4
1石～5石 36 16 0．44 16 44．4
5石～10石 20 21 1．！ 19 95．0
10石～15石 8 8 1．0 7 87．5
6（一r幽盾t4］ 1 2 2．0 1 100．0
合　計 102 48 0，470 43 42．8
註1）文化15年『寅年宗門御改帳』（徳山家文書N・．　1）より作成．
きい上層ほど牛を飼育する農家の割合が大きく，また1戸あたりの頭数も大
きいといえるのである。この牛を飼育していることがこの山中地域の大きな
特徴となっているのである。
　3　徳山家と敬山二二の人と業
（1）徳山家の概略
　本書の著者徳山敬猛は本書完成時の翌年文政10年に死去するが，その「墓碑
　19）
銘」はこの敬猛について，「君姓徳山氏二丁猛俗称幸作初耳周蔵其先不明，所
出世居美作国大庭郡上徳山村，三徳山回氏郡之著姓也alと記した後，18代前
にさかのぼったその系譜をつぎのごとくに記している。
　　十八世祖誰広照称＿徳山将監＿，其子広次称＿右馬之丞見回＿，応永中其父所送＿手
　簡＿，拝文明中山根民部所送＿手簡＿，其子広貞称＿周鍬．，其子広郷称＿権之助＿，其子広
（9）　「徳山敬猛君墓碑」（文政12年），No．3188，本文中ではすべて「墓碑銘」とする。原
　史料は白文である。引用にあたっては旬読点，返点を適宜付し，また旧字体を新字体
　にかえた。
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　綱索＿七郎左衛門＿，駒引広安称＿与四郎見蔵＿，天文中其日所送＿手簡＿，隔子敬連言＿
　徳右衛門＿，其子敬元称＿新四郎見蔵＿，永禄中堀江政次所送＿手簡＿，其子敬近称＿彌
　三郎＿，其子敬益称＿与三右衛門＿，其子敬口称＿与三左衛門＿，障子敬国又称＿与三左
　衛門＿，其日敬久称＿平左衛門＿，即高祖父也，配＿伊井氏＿，生＿敬嗣＿，称＿利兵衛＿，
　是為＿曽祖父＿．配＿本名氏＿，生＿二男一女＿．長敬方称＿平右衛門＿，嗣＿家＿．即
　大父也．次敬次称二文六＿，分レ産，別レ居．女適二本名清延＿，敬方配二小椋氏＿，生二
　男女各二人＿，長敬明早天，次敬寛称二言左衛門＿，嗣レ家．是為考．二女適二小椋徳山
　二氏＿，敬寛配二伊井氏＿，無レ子養二本名清延之孫＿，為二嗣実＿．以敬嗣外曽孫之故
　也．是為＿敬猛＿．…
　この徳山家に伝来された文書類は岡山大学に寄托され，岡山大学附属図書
館に所蔵されているが，いまその目録によると，最も古い年次のものは，元
禄15（1702）年の「質入田地証文之事」（徳山家文書史料ナンバー．No．1847
以下，同じ）である。しかし元禄期のものはこれ一通のみで，そのつぎのも
のは宝永4（1707）年の「在中御仕置条々」（No．1489），宝永5年の「大庭
郡上徳山村当子歳免定之事」（No．3758），宝永7年の同上零墨（No．3675）で
ある。各種の文書類がみられるのは享保期（1716一一35年）になってからであ
る。したがって先の「墓碑銘」に記されているところの応永年間（1394～
1427年）に遡及したことがらをうらづけることは，この徳山家文書からはな
し得ない。しかし徳山家には応永2（1395）年の「しゅうけん」から右馬之
丞にあてた田地譲状1通が残されているほか，文明年中（1469・一・・86年夏，天文
21（1552）年，永禄8（1565）年の田地譲状，天正18（1590）年，慶長8（1603）
年，元和元年（1615）年，同8年，寛永4　（1627年）年〔2通〕，同6年，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）元禄14（1701）年の田地売券などが伝えられており，応永年間というはるか中
世期に遡ぼる十八世祖とされる将監その嫡男右馬之丞なる人物の存在を裏
づけ得るのである。この徳山家の祖とされている将監は，嫡男右派之丞ととも
に，美作守護職赤松毒魚下の岩倉城主岩倉権守立時の家老職であり，徳山家
（10）　『岡山大学所蔵近世庶民史料目録　第2巻』1973年　326ページの「解説」による。
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は一時は地頭職をも保持したともいわれる中世土豪であったが，太閤検地を
画期とする幕藩領主制の成立の過程でこの徳山家は「上昇賑化」を遂げず，
初期本百姓としてそのまま上徳山村に居をかまえたものとされている。土豪
地主的土地所有の解体にともない，既得の支配的地位は崩壊しっっも，慶長～
元禄を通じて，微々ながら土地集積は進行しているが，元禄期の作北に広範
に存在した名子層の享保期までの解放にともない，土豪地主的土地所有形態
も急速に解体され，享保10（1725）年には，この徳山家は持高8石5斗余と
　　　　　　（11）
方スのf・ある＿
　さて，この享保10年から後は少なくない年度についてこの徳山家の土地所
有状況が判明する。第2，3，4表はそれを示すものである。異なる史料によ
っているのでそれぞれ別個の表としているが，これを文政期を中心とする時
期について連続させて作成したのが第2図である。享保10年を出発点として
以後持高を，したがって所持面積を増大しているが，天明7年には縮小して
おり，ストレートな発展を辿ってはいない。顕著な増大を示すのは文化期に
入ってからである。いずれにしても敬猛が『農業子孫養育草』が著わす文政
9年はこのような旺盛な土地集積が行なわれた時期なのである。
　このような土地集積を行ない，おそくとも天明6年にはこの上徳山村で最
上位を占めるにいたったが，この過程でこの徳山家は庄屋役となり，農民支
配機構の末端にくみ込まれていく。それは，敬猛の曽祖父利兵衛の代からで
あるが，さらに文政元（1818）年には周蔵は中庄屋に任命されているのであ
　（12）　．．　．　．．　．　．　”　．”．　．．（13）る。なお，文政3年からは米穀仲買，たばこ仲買営業を開始するのみでなく，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（14）
文化11（1814）年からは鉄山経営をはじめているのである。
（11）宗森英之「村方地主制と鉄山経営一美作調大庭郡徳山家の場合一」（『岡山史学』6・7
　号，1960年）88ページ。
（12）徳山家文書の諸帳簿（例えば『御制札之写　中庄屋上徳山村周蔵控』No．1408）等に
　よって確認できる。
（13）「乍恐以書付御願申上候事」（文政4年），No。4102。
（14）（11）と同一書，89ページ。
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第2表　徳山家土地所有の推移（1）
年　　代 石　　　高 面　　　積
?
畑 新畑地 新開 合　計
?
畑 新田畑 新開 合　　計
　　　　　一A劃呆10（ユ725）石斗升合
U．7，018
石斗升合
P、0．O．9
石斗升合
@7．3．2
斗升合
P2．0
石斗升合
W．5．6、9
町反畝歩合
@5．0．29
反畝歩合
P．0．6
反畝歩合
@8．10．5
畝’歩
H．0
町反畝歩合
@7．0．15、5
天明元（1781）122．2．0玉．8．1．4 9．5．2 4．8．015．5．8、6 9．7．24L3．25 L2．26．5 4．0 1．2．7．25、5
2（1782）12、2．5．51．9．6．9L3．3．G4，8．o｝5．7，G，7 1．G．1．28 2．G．22｝．G．7 4．o 玉．3．6．27
4（ユ784）13、9．3．6工，9．1，5 1．0．5．2 7．5．2工7．4，5，51．0．8．25 2．G．5 L2．17 6．12L4．7．29
6（1786）16．9．3．62．0．5．｝ 1．0．5．2 7、5．217．7，9，11．0．9．28 2．1．261．2．O 6」2L5．0．6
7（1787）9．5．5．7 1．6．3．5 ．926、3．212．4．6，6 7．5．27 1．5．10 7．75」21．G．3．26
寛政元（ユ789）9．5．5，7 1．7．8．9 5．7．2 6．3．2王2 4．2．8 7．6．1 2．0．7 7．7 5．121．O，8．27
3（ユ791）9、5．5，7 1．7．8．95．926．3．212．5．7，0 7．5．272．0．ア 7．17 6」21．1．0．3
5（1793）7，6．8．73．2．1．5 6．2．3 6，3．212 三．5，7 6．2．22 2．9．29．58．12 5．121．O，6．15．5
6（1794）7、6．8，7 3．3．D，5 6．2．3 6．3．212 4，4，7 6．2．223．5．14，5 8．20 5．121，12．8，5
7（ユ795）12，8．2．53．3．6．7 6．2．3 6，3．217，4．4，7 1．0．0、273．6．13．5 8．18 5．121．5．1．10．5
9（1797）12、8．2．73．5．O．4 6．2．3 6．3．217、5．8．61．0．1．27 3．7．11．5 8．18 5．121．5．3．8．5
享和3（1803）15．2．8．74．3．5，6 8，6．76，3．221，1，4．4 1．1．6．174．6．27．5 1，0．245ユ21．7．9．20．5
文化元（1804）13．1．6．74．3．9．4 8．9．16．3219．0、8．41．0，2，22 4，722．5Ll．3 5．121．6．6．29．5
3（1806）19．4．4．94．7、4．7L5．6．86．3．226．3．9．71．5．6．22．5 5，0，IO．5 1．8．175．122．3．1．2
4（1807）19．4．6．34．4，4，7 1．9、O、8 6．3．226．7．5．01．5．72 5、1，IO．5 2．0．27 5．122．3．4．21．5
6（1809）28．3．5．64．6．9．3 5．3．3．6 6．3．239．O．1．73，1．5．4 5．2．22，5．D．2 5．124．2．3．玉O．5
7（18ユ0）34．0．9．24，6．9．3 5，2．2．8 6、3．244．6．4．52．4．7．8 4．7．王9 4，7．0 5．123、4，7，9
8（1811＞33．8．6．04，6．9．9 5．2．2．8 6．3．244，4．1．9 2．4．8．27，55．2．2．5 4．7．0 5．123．5．3．12
9（1812＞31．4．0．74．3，5．6 5．8．2．0 6．3．2422．1．52．2．8．5 4．8．3．54．7．盟 5．123．2，8ユ4．5
天保9（1838）49．1，7．1 10．0．1．4 59．L8．5，3．5．9．28 9．6．24，5 4．5．6．22，5
嘉永元（1848）35．1．6．27．9．8．8 43．1．5，02．1．9．29 8．62 3，G．6．1
註1）「上徳山村田畑名寄帳」（N・．141，N・．142，　N・．1340，　N・．1341，　N・．1342，　N・．1343
　　No・1344，　No．1349，　No・1348，　No．1345，　No・1346，　No．1347，　No．1359，　No．1354，　No．1353，
　　N。．1356，No．1355，　No．1352，　No．1351，　No．1350，　No．1357，　No．1358）より作成．
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第3表　徳山家土地所有の推移（2＞ （原表　宗森英之氏作成）
年　　代 上徳山 下徳山 上福田 西茅部 別所分 湯船，中D田，種
東伯州
@大烏居 合　計
　　　　　ドｶ化3（1806）石斗升合QL2．9．王
石斗升合
U．6．2．3
石斗升合 石斗升合 石斗升合
Q．9．1．2
石斗升合 石斗升合 石斗升合
R0．8．2．6
13（1816） 3．9．5．3
文政元（1818） O．3．8．8 3．1．7．6
2（1819）56．4．4．115．3．9．314．6．O．1o．4．6．4 3．3．2．6
3（1820）53．4．4．913，8．5、3 13．0．O，90．3，9．6 3．4．7．8 5．O，2．3 89．2．O．8
4（1821）54．8．9．714．0．7．4 14，5．5．1O 3，9．6 3．4，7．8 5．O．2．3 92．4，1．9
5（1822）59．8，2，15．6．9．6 14．2．3、0O 3．9．6 3．4、7．8 8．3．2．5 101．9．4．6
6（1823）62．8．1，8
7（182の 13．6．1．7
8（1825＞ 18．4．8．2
9（1826） 17，5．8．5
10（1827） 19，8．1、8
12（1829） 16．9、1．9
弘化元（1844） （簑翻
嘉永2（1849＞43．5，8．4
3（1850）
（灘のみ）
S．6．1．2
安政6（1859）47．4．8．6
註1）宗森英之「村方地主制と鉄山経営一美作国大庭郡徳山家の場合一」，
　　『岡山史学』6・7号，1960年，92～93ページ．．（原史料は各年度
　　「抱田畑名寄帳」）．
　このように土地集積を急テンポで行なうとともに米穀仲買，煙草仲買，鉄
山経営という多様な営業を行ない，また村役人としての地位をたかめるとい
うように，この文化，文政期は徳山家における隆盛の時代であったのである。
　このような文化・文政期を中心とする時期における経済的発展，社会的地
位の向上に対応するかのように，この頃徳山家にお』いては家屋舗の造作がっ
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第4表　　毛恵山家土t也
　　所有の推移（3｝
年　　代 石　高
　　　　　r卜ｶ化15（18ユ8）石垢程合
RD，2，3，2
天保12（1841）2，1，！．0
弘化2（1845）2．1，LD
嘉永元（1848）54，5，2，2@　6勺
安政元（1854）54，5．2，2@　6勺
元治元（1864）54，5，2，2
明治2（1869）54，5，2，2
註1）各年度「宗門改
　　帳」（N。ユ，No．6，
　　NoユO，Noユ4，Noユ9，
　　No28，　No33）より
　　作成．
???
50
第2図　徳山家土地所有の推移
???
　　　　（170）
一一一A
1725?
保
Lo
’80　’90
愈　萱
天　　政
嬰　こ0
?（?????（?????（? ??（?80
????
1
註1）第2表，第3表，第4表より作成．
　2）一は上徳山村　一は他村分も含む．
’30　’40
芙　51i
保　　保
↓　巳
ぎつぎに行われていることが残されている文書類からあきらかとなる。天明
2年の『蔵普請覚帳』，天明4年の『新宅普請諸入用覚帳』をはじめとして，
寛政8年の『土蔵屋根替諸入用覚帳』，享和2年の『土蔵棟上所々祝儀覚帳』享
和3年の『蔵隠居普請諸入用覚』，文化10年の「味噌蔵造立諸用帳』，文化14年
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）の「蔵普請回忌覚帳』がその帳簿類であり，それぞれの年にそのような造作
がなされたものと思われる。また文化・文政期には源蔵，お友，おまつ，常
蔵の出生祝，おまつ，おちよう，おあさの誕生祝，政蔵，お友の婚礼祝，源
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この文化・文政期に蔵引越祝，敬猛見舞，等に関する帳簿が残されており，
は冠婚葬祭がかたちをととのえてなされていることを窺うことができるので
ある。さらに，文化7年の「家内制詞条々」（N・．2235），文政10年頃の「家法
略遺記」（No．605），が残されているが，家訓の制定が試みられているのであ
る。これらがいずれも敬猛の時代に行なわれていることに留意しておこう。
（2）徳山家の経営状況
　徳山家は周蔵の祖父利兵衛時代から土地拡大にむかっているが，父利左衛
門の代に入って，それは急テンポとなり，文化・文政期での集積は著しい。
このような集積した土地の経営状況を概観しようということである。
　第5表は所持石高の階層別構成の推移を示すものである。宗森英之氏の原
表ではIIは1の中に合一されているが，依拠史料が性格を異にするものであ
るので，ここでは1，IIにわけた。まずいえることは，享保10年を始点とし
たこの階層面構成心において，5　・一10石という階層の分解ということであろ
う。享保10年から天明元年にかけては，この5　一一10石層の減少ととも20石以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上（72石434合与市右衛門）が消滅しており，多数の零細所有者を籏生させつつ，
10石以上，あるいは15石以上層が増加している。以後は一方に零細所有者を
増大せしめつつ，他方では上層もその規模を拡大しているが，文化7年以後
はまた異なった様相を呈してくる。それは天保にかけての5一一・10嘉応の激し
い減少とともに，零細所有も減少しているのであり，総戸数の減少がみられ
ることである。IIにおいても5　一一10魚層が分解して無高を増大せしめるが，
（15）徳山家文書No．867，　No．1267，　No．ユ270，　No．862，　Nσ．1268，　No．ユ269，　No．1266。
（16）（1①と同一書，487・一一・489ペジ。
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第5表　上徳山村土地所有階層別構成の推移 （原表　宗森英之氏作成）
1「名寄帳Jによるもの E「宗門帳」によるもの
年代 享保10年天明元年 天明6年 寛政9年 文化7年 天保9年 嘉永2年文政元年 天保12年
区分 （1725＞ （1781年（1786） （1797＞（1810） （1838） （1849） （1818） （1841）
無　　古nい　　1【可 8 17
1石以下 28② 44（1① 37（2｝ 44（2＞ 50（12） 40（2） 31（8＞ 31 25
1～5 41 55（3） 56（2） 44（1） 39（5）30 40（4） 34 30
5～10 23 16 19 24 21 10（1） 10 20 12
10－15 4 6 6 5 6 8 8 8 5
15～20 1 3 2 1 1（1） 2 4 0 2
20石以上 1 0 0 1（1） 1 1 1 1 1
合　計 98（2） 124（13＞120（4）119（4） l18（1紛 97（3＞ 94（12） 103 94
註1）第3表と同一宗主論文90ページの第1表．原史料は（1）は各年度の「田畑名寄帳」，
　　（mは各年度の「宗門改帳」．
　2）　（）内は入作者数で，内数である．
また総戸数に9戸の減少があり，離脱していることが示されている。津山藩
から編入されて幕府領となっていたこの川上村域の幕府領は，文政元年に再
び津山鼠取となるが，これを機に年貢米は一挙に4％引きあげられている。
そしてこの文政期のはじめは数年間悪年がつづき，特に文政8（1825）年は，
稲の植付時分には天候もよく，作柄を当てにしていたところ，夏になって冷
風が吹き，実入り最中に水損となって，米穀の出来は予想外の不熟となって，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　モアイプ　ジキ百姓は自分たちの食糧にもこと欠き，催夫食によってようやくその日を凌ぐ
という状況におちいった。そのような状況にもかかわらず，引きあげられた
年貢上納の催促は例年どおりの厳しさで，ついには家財を売り払ってしまわ
なければならないほどの困窮者が続出した，という。その結果，百姓たちは
　　　　　　　　　　　　　　　（1の強訴にたちあがっているのである。第6表における文化7年から天保9年間，
（17）上掲（1）『川上村史』167ページ。伺個所をふくむ第3章第2節（高谷公子執筆）は，
　年貢収奪の推移を克明に示す興味深い分析である。
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あるいは文政元年から天保12年間にみられた階層構成にみられる推移は，こ
のような激しい農民分解を反映しているものといえよう。このような時期に
徳山家は先ほどみたような急テンポな土地集積を行なっているのである。
　ところでこのように土地集積を行なった徳山家の土地経営を検討していこ
う。先にそれによって徳山家の土地所有の推移をみた文化8（1811）年にい
たる上徳山村の「田畑名寄帳」の徳山家分には「内武兵衛下作高請」「内磯右
衛門高受」「内伊兵衛請」等の記載がある。寛政7（1795）年が初出で，「三石
三斗三升六合武兵衛下作高請」がそれであるが，それは徳山家所有高の19．3
％にあたっている。それ以後の所有石高の増大のなかでもこの下作請高は必
ずしも増大せず，文化8年に2石888合（伊兵衛ほか3人）で，全体の6．7％，
翌年文化9品詞同一で7．3％にとどまっている。文政3（！820）年の徳山家の
『大庭郡真島郡村合持分田畑山林辻寄帳』（No．51），によると（以下第6表），
徳山家所有田畑の上徳山村分のうちの高浜下作高は7石561合，下作人数7人
で，その石高は全体の14．1％に達し，文化9年からの問に著しく増大してい
る。しかし同時に自分請が45石888合であって，5町歩を越える自作部分と
いうことになる。なお上徳山村以外のうち高請小作高は17石134合，下作人15
人で，村外の所有高の48．1％にあたる。この年の全所有高中の冷雨小作高の
合計は24石695合（下作人数21人）であって，かなりの小作地をもっていた
ことになるが，それでも全体の27．7％にとどまり，他方自分請一自作は82．3
第6表　徳山家所有地経営状況 （文政3年）
自　分　請 同　比　率小　作　寄 合　　　計
自分請 小作寄
小作人数
上徳山村 石　斗　チト　合S5．8．8．8
石　斗　升　合
V．5。6．1
石　斗　升　合
T3．4．4，9
　　％
W5．9
　　％
P4．1
　人
U
他　　村 18．4．7．317．1．3．435．6．0．751．9 48．1 15
合　　計 64．3．6．124．6．9，589．0．5．672．3 27．7 21
註1）文政3年『大庭郡真島郡隙々持分田畑山林山脈寄帳』（No．51）より作成．
一44一
近世一山＝」5；徳山敬猛薯『農業子孫養育草』成立の背景　45
％，64石361合で，7町歩を越える手作地があるということになる。しかしこ
の帳面には，「右之外此方名寄帳座二出シ不申田畑高請小作数々有之，此分者
年賦帳，質帳，本物帳ヲ見テ可知之，旦又此方高入之節名寄帳二可出ス」と
あって，この三二小作以外の小作のあることが示唆されている。その前年文政
2年の『上徳山村持分本物質入田畑ケ所改帳』（N・．47）は，その高請小作以
外の小作をも含むものとみなし得る。宗森氏によれば，同年の上徳山村内持分
56石のうち小作高は36石，小作人数は45～47人，同年の全持高90石中の上徳
山村分以外の34石がすべて小作地であるとすると，手作高20石，小作高70石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）となり，地主手作地22％，小作地78％となるという。文政3年は永小作につ
いてのみであるのに対して，文政2年はそれ以外の小作をも含むとされてい
る。
　このように所有地の小作地化は大きく進展しているが，このあらゆる小作
地をさしひいてもなお20石の自分請があり，少くとも2町回反歩の自作地を
もっていることになる。この自作地の経営状況を推測しよう。この年に近い
文政元年の『宗門人別帳』によると，この徳山家の家族構成は第3図のよう
になる。文政3年もこのような構成とすると，労働力人口は男3人，女3人
となる。このすべてが農業労働に従事し得るとすれば2町数反歩はあるいは
耕作可能であろうが，すでにみたようにこの徳山家は曽祖父代からの庄屋で，
文政元年からはさらに中庄屋となり，他方米穀仲買，煙草仲買，鉄山経営を
営んでいるというように，村役人であるとともに多様な営業を行なっていて，
自家労働力の農業労働力の農業労働への投下はむしろ小さかったであろう。
文政2年の上徳山村の「奉公人書上帳」によると，上徳山村には下男11入，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（19）下女3人があるが，周蔵には下男3人，下女2人，合計5人であって，5人
の年季奉公人をもっていたのである。時代はややさがるが，弘化3（1846）
（18）前掲（11）宗国論文　91ページ。
（19）　「召仕下男下女相改書上帳」（文政2年）No．680。
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第3図徳山敬猛家家族構成（文政元年）
　　78　　　　　　　　　　利三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユフ　　　　　　　ま　　　　　　　　　　源　蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　（養子）16
　註1）文化15年『寅年宗門御冷張』（kT一　11NU．1）より作成．
???
年の『年中行事帳』にもとづいて，宗森氏は，徳山家の手作経営にお』ける基
本的な労働力は雇傭労働力であり，それは年季奉公人とともに日雇であると
　　　　ceo）
している。
　ところでこの徳山家は先ほどみたこの時期の激しい農民分解を背景に土地
集積を行ない，所有土地の小作地代に寄生地主化を急速にすすめるのである
が，しかし，弘化2（1845）年の49．9％，同3年の49．5％という小作米未納率
　　　　　　　　ce1）に示されるように，小作地経営はきわめて不安定なのである。貢租の重さが
高率小作料を余儀なくするのであろうが，生産力の低さは小作米の完全な収
得とは程遠く，多くの小作米未納をもたらすのである。他方，なお地主手作
地をもつが，この手作経営も奉公人賃銀の高謄に左右される不安定なもので
　　　　　　　　　　e2｝あったものと思われる。いずれも不安定な状況にあったといえるのである。
（3）著者徳山敬猛の人と業
　著者敬猛は本書完成時の文政9（1826）年に65才であるので，宝暦12（1862）
（20）前掲（11）宗森論文　98ページ。
（21）同上　96ページ第4表より算出。
（22）この点，同上　98～99ページを参照。
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年生まれということになる。先にあげた「墓碑銘」では，敬猛は誰で，初称
周蔵，俗称幸作とあったが，この徳山家文書では，「宗門帳」，「土地名望帳」
をはじめとする短文書中に多く周蔵名で記載されている。先にあげた「墓
碑銘」には，「敬寛配二伊井氏＿，無．子養二本名清延之孫＿，為二嗣実＿，以敬嗣
結髪孫之故也．是為一敬猛＿。…」　とあったように，縁続きの本名家から徳
山家の養子として入ったのである。ここでは利左衛門（敬寛）の養子となっ
たとあるが，そのとおりではあるがやや複雑な経過があった。その事情を記
そう。
　敬猛は文化4（1807）年に「家内善悪浮言登記」（No．612）という一文書を
記しているが，その冒頭の部分はつぎのごとき文章である。
　利左衛門兄幸助子なきによって私ハ母の最たる風付被レ貰，干時明和三戊正月廿八日五才
　二して当家へ参候処同年十月八日養父幸助死去いたし母私共二離別二相成可申処祖父平
　右衛門夫婦思＿不随．．，私母子留置相続為致度存ロニて本名祖父七左衛門ヲ以利左衛門へ
　其段被＿申聞＿候処早速得心いたし其時利左衛門年廿三才．平素我侭成ものにして異方の
　縁を好実子相続を願可レ申候へとも父島を重んし一心を極其後家業を大切二戸日夜無怠
　□糊口分家ホ迄調只今両家山相続成…
　これによると，平右衛門（敬方）の嫡男幸助（敬明）は妻をむかえていた
がこどもがなく，妻の甥でもある本名七左衛門の孫の敬猛を養子としたが，
その年の12月中この幸助が死去し，その弟利左衛門（敬寛）の養子となった
のである（第4図参照）。「母私共二離別二相成上申処」を祖父平右衛門夫婦
が不欄に思ってのことであるとしている。ここで注目すべきことは，そのよ
うに思った平右衛門夫婦は利左衛門に直接いわないで，本名七左衛門が利左
衛門にいっていることである。この七左衛門の言に対して利左衛門は「早速
得心いたし」たとしているが，しかしその実，大きな抵抗があったようであ
る。すなわちこの利左衛門は「平素我侭成ものにして異方の縁を好実子相続
を願可申」しているのである。そのように思ったものの「父命を重んし一心
を極」たのである。ここには利左衛門の葛藤する様子が読みとナ　つである。
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第4図　徳山敬隠家関係一
身左衛門
（⑬畝）
伊井心墨
｝
　　　利兵衛　　　（⑭敬嗣
本名氏女
平右衛II『
（⑮曲調）
小椋氏女
文　六
　口次）
嘘誹・
幸　助
i⑯敬明｝
「???????????
「一一一一一　　一k禽≦嵩「幽一一『『 　　 1伊井氏女　1L一一一一一一ト 　　　　i
@　＿」一一「＿＿L＿　　　コ
?@蘭Q敬猛）［＿＿＿＿」
。姦，］i 津田細葉
ﾉ井氏女
「
。乱，］i 蟻　　　　（tw）
註1＞文政12年「徳山敬猛君墓碑」（N・3188）より作成．ただし点線，点線わく内は
　　文化4年「家内善悪浮証記j（N・612）による．
　2）　（）内は諌，丸かっこの数字は始祖からの当主代数．
　3）〔コは男，○は女．
このとき敬猛は5才，利左衛門は23才で，18才ちがいという年令差の小さい
父子になったのである。そのことも加わっての両者間には確執があったので
あろうか，父を「平素我侭成もの」といっているあたりにそのようなものを
感ずるのである。
　このようにして利左衛門の養子となった周蔵について，「墓碑銘」はつぎの
ように述べている。
　敬猛幼而嗣．家，事＿父母＿孝，克勤＿干農＿，克倹＿干家一買＿田疇山林許多＿．性悪＿
　薯華＿，而好二施予＿，聞二人之窮一一．t無二親疎＿憧レ之．県サ早川重田山田二君嘗二聞レ之＿，
　各有二褒賞＿一文政初本村入二津山候封内＿，擢為二里長＿，因レ例進級其余善行美事不レ可二
　勝レ計＿．農隙好＿和歌俳諾＿，臨終而禽＿身後之事＿，授＿遺訓歌一首干子孫＿，悠然而
　瞑．時文政十年丁亥十二月廿九日也．享年六十六．
　ここにも多くの検討すべきことがある。まず農に励んだとあることについ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごママ　てであるが，しかし三二は「生来蒲柳の質にして親ら黎鋤を執らずとも錐も農
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫3）業に精しく弓田卑をして精励之に当らしむ」といわれていて，身体強壮とはい
いがたかった。先の『家内善悪浮讃記』にも「旦又私病身長く相ロ…」とあ
る。この点について述べているものに，「幸作一代有増」（No．917）なる一文
書がある。そこには，利左衛門の養子となったこと，9才より千間中原の江
川三右衛門へ通い，友人は文三郎，勇吉等々であること，13才から農業を少
しずつならったこと，17才の正月より病身になったこと，19才のとき実父，
兄，妹，翌年には姉が死去したこと，「此ま・にてハ蓮も農事勤かたし，当家
ハ友左衛門ナレハ相続すへし」と思ったこと，そして「此ま・埋り世をすて
ん事の□□口なれハ出家二ならんと思立千万慮を尽して其旨延助喜兵衛へ
頼」んだこと，「養父二内談致候処当惑」したこと，等々が述べられててい
る。このように出家を思いたつような病弱で，世をはかなむ気分でいたよう
である。
　上にみた9才より千三中原の江川□右衛門に通ったとは手習に行ったこと
を述べているものと思われるが，そのような素養のうえにこのように病身で
あったことと，年令差の小さい父が健在であったことが，周蔵をして相対的
に農業生産への従事を小さくし，いっそう読書に向わしめたものと思われる。
この徳山家文書には三つの年度の図書目録が残されている。すなわち，「安政
六下年書物改」（N・．1257），元治2（1865）年の「書目録」（N・．3184）と明
治初期の『書目緑』乾・坤（No．1432）であるが，いずれも蔵書を分類して
記している。例えば元治2年の蔵書目録にはその蔵書をイ印からワ印までの
13部門に分類して記載しているが，イ印経書，ロ印〔漢書〕，ハ印歌書，二
印佛書，ホ印心学調本類，等々というように，その蔵書は多岐の分野にわた
っている。これらのなかには敬猛の『農業子孫養育草』の執筆に際しての依
拠文献となった『農業全書』11冊，『久世條教』がふくまれているのであって，
（23）永山卯三郎『早川代官』（1929年）789ページ。
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敬猛死後38年のものではあるが，その蔵書の多くは口恥時代に蒐集されたも
のであろう。墓碑銘に「農隙好一和歌眼下一とある歌人俳人でもあった。
　　　　　　　　　　　　　　　一　（24）
碧江亭覧柳が俳名であったという。
　このような知識人的文人的な敬猛の形成には，生家である本名家の祖父七
左衛門（清延）の影響が大きかったように思われる。本名家は真島郡種村の
　　　　　　　　　ら　　　㈱庄屋役を勤める家柄であり，「墓碑銘」によると，曽祖父利兵衛（継嗣）の
妻は本名家からであり，その利兵衛の娘が本名七左衛門の妻となっていると
いう，徳山家と深い関係にある縁続きの家である（先の第4図参照）。この
七左衛門は儒学を中心とした勉学をつんだものと思われ，『稚子遺教抄』とい
う書物を著している。これは『農業子孫養育草』の自序に記されているごと
く勤倹約を説いた家訓であるといえるが，敬猛はこの書を熟読信撤している。
そしてこの本名の祖父七左衛門を終生畏敬している。先に幸助が死去した後，
その養子であった周蔵が幸助の弟利左衛門の養子となるについては，この本名
七左衛門が利左衛門の父平右衛門夫婦の意向を利左衛門に伝えていることを
みたが，七左衛門はそもそもこの徳山家からの信望の厚い人物であったよう
である。
　ところで，この知識人としての寒心は，当時郷中に広く知られていたもの
と思われる。その当時この上徳山村は幕府領で久世代官所の所轄下にあった
が，敬猛は代官早川八郎左衛門正紀によって創設された郷校典学館の世話掛
に任命されている。早川正紀は天明7（1787年）に出羽尾花沢の代官から久
世代官となり，やがて笠岡代官を兼帯，享和元（1801）年5月に武蔵の久喜
10万石の代官に転出するまでの14年間，久世または笠岡の代官所にあって53
～7万石の天領を治めた。管内農村を親しく巡回して，経済的精神的に荒廃
した状況の復興につとめた。倹約の奨励，赤子間引きを厳禁した。典学館は
（24）二若蕗花「徳山覧柳について」『広報川上』。40号　1975年6月20日。
（25）第6表依拠史料No．51に種村「時ノ圧屋本名七左衛門」とある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e6）この早川正紀によって寛政8（1796）年に久世に設立されたものである。こ
こには出講，都講補，世話役，世話掛がおかれたが，周蔵は三坂村岩右衛門，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bln樫村東谷藤左衛門とともにこの世話掛に任命されたのである。世話掛とは「管
内各村とも徳望あるもの一人以上挙げて，教諭係又教諭世話とし，風紀の維
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛28）持に努め農桑の奨励に当らしむ，というものであった。ときに寛政11（1799）
年で周蔵40才であった。しかしそれより以前，寛政6年に「十一日書記通言登
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tz9｝土金之伝を書して徳山周蔵に与ふ」とあり，周蔵は早くから早川正紀の知遇
を得ていたのである。曽祖父利兵衛（敬嗣）の時代からの庄屋役に加えて，
この「村内並隣村教諭」を任命されるが，敬猛はこの任務を篤実に行なって
いる。「寛政十三年酉正月上徳山村御百姓中御役人中」を日付，宛先とする
「村中休日減少発起井熟読之事」（No．3862）という周蔵の文書がある。内容
は，此辺の村々休日年々に多くなり，おのずと農業に支障をきたしてきてい
るので，休日を減少しよう，というものであるが，「村内井隣村教諭」に任命
されるや，いち早く早川正紀の意向にそった提案を村民にしていることが示
されている。興味深いのはその日付である。学館世話掛辞令は「享和元年正
　　　　　　　（30）
月七日」である。ところがこの享和元年は寛政13年が2月に改元されてそうな
るのであり，したがって「享和元年正月七日」付の辞令は実際には同年2月
に寛政13年が享和元年にかわった後に，正月7日にさかのぼって発令された
ものであろう。他方，周蔵が出した「村中休日減少発起井熟読之事」は「寛
政十三年酉正月」の日付であるが，これは2月以降に正式の辞令が1月7日
にさかのぼって発令される前に，いわば内示の段階で農民への督励が行なわ
れているのであり，その熱誠ぶりを窺うことができるものといえよう。『農業
（26）　『岡山県百科辞典』（1980年）
（27）⑳と同一書，216ページ。
（28）同上　219ページ。
（29）同上　800ページ。
（30）同上　220ページ。
，529～530ページの「早川正紀！を参照。
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子孫養育草』のなかに「我等壮年の頃思へて此山中にて農事を営，いかに精
力を尽すといへ共立身日成かたしとふと迷ひしか，四十年頃より本心に立か
へり，能追思ヘハ，此谷筋ハ至て暮よき所なり。別て当村ハ農事第一の肥料
沢山二て竹木有，水旱の難稀也。…」という叙述があった。いわば向都志向
の，やや逃避的な気持からの転換が40才頃からといっている。10代後半から
の病弱状況からきり抜け，又年令の近い父利左衛門にかわって家の中心とな
ってくることがその要因と考えられるが，「村内井隣村教諭」任命が40才のと
こレ　ば　　レ　　ウ　　ロゆ　　カ　　　レ　み　　ヒ　　ワ　　ロ　　　　リ　ハセしユムエみ　ノィロ　ヘ　　ド　ほコザバ　　ロ　　ル　　み　みゴエ　る　ヒ　　あ　　　　　レ　　ユ　　ハさ　CめQ一ζ窓百Kも）（t，　L．（／ノ字Xtinu狂DIゴ：　’p’p刀り司威く／ノフYさ忽皐云機ζ！9つ1こもVノ
と思われる。なお「墓碑銘」には「文政初年本村入一津山候封内＿，摺為一里
長＿，」とあったが，文政2年に周蔵は中庄屋に任命されていて，この頃農
民支配機構の末端にいっそう深くくみ込まれていったといえよう。
　「墓碑銘」には臨終に遺訓歌一首を子孫に授けたとあったが，その辞世の
　　　　ウミ ノコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナリノロヒ歌は，「子孫の八十つ・きまて朝夕にゆめ生業の道は忘れそ」というもので
　　　（31）
あった。この辞世には教諭宜伝文なるものがついているが，それはつぎのよ
うなものである。
　カネモウカルの薬方
　倹約，堪忍，家業，出精，正直，知足，実義，此の七味をだいにして柔知，謙遜，気量，
　発明，此の四味の加味に慈悲一片入れて，煎やうは常の人の人たる道を守りよく呑込て
　腹に治め常に用ひて万病を治す也。
　カネナウナルの薬
　美食，色欲，遊芸，遊所，薯，僑上，名聞，我慢，勝負，相場，喧嘩，殺生好，口論，
　不忠，不孝，家内不和合，諌言嫌，気随，身勝手，不実情，四壁，無慈悲，妊倭，不敬，
　残虐，虚言，詔諌。此の二十七味を常に酒ひたしにし本しやうがなきを一片入れ，無分
　別と不養生短期無法情弱不算用の六味を加味し煎やうハ常々朝寝昼寝家業不精を一ぱひ
　にして用るゆゑ，一味なめた所でも口あたりよく気をはらし面白く前後を忘れ楽なやう
　に覚るゆゑ人にも勧め是を呑ませともによいこひ重みてるる内に隔り・しり・と薬毒か
（31）同上　789ページ。
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めくり節季々々にしみわたり大病必死難治の症となり身体くたけてぐわたぐわたと分散
滅却する時に至り此薬に毒せられ名に違わぬカネナウナルの毒をしりなげきくやめども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（32）
さらに甲斐なし，よくよく恐れ慎しむべし。
勤倹節約，家産保持の思いがこめられているのであるρ
4　むすびにかえて
　以上にお』いて徳山敬語著『農業子孫養育草』なる一農書の農書としての成
立の諸条件＝＝背景を検討してきた。これまでの二つの論稿においてその手が
かりを摘出してきた本書の農書としての構成上の特徴をあきらかにし，それ
を本稿でみた成立の背景との関連で検討することによって，本農書の成立過
程の特質をあきらかにすること，これが本農書をめぐる今後の課題となるの
　　　（33）
である。
〔附記〕
　岡山大学附属図書館所蔵の徳山家文書の利用にあたっては，川上村史編纂委員でもあ
った同図書館古文献担当専門調査員中野美智子氏の御協力をいただいた。同家文書の解
読等にあたっては中野氏，倉地克直氏（本学文学部日本史研究室），在間宜久氏（岡山県
史編纂室）はじめ少なからぬ方々からの御助力をいただいた。また，筆者は，昨年8月
半川上村史編纂委員であった森元辰昭氏（清心女子高校）に御案内いただいて川上村を
おとずれ，現地踏査を行なったが，徳山敬猛家の現当主徳山高之氏，石賀清教家の現当
主石賀元恭氏より，『農業子孫養育草控』（文政9年），『農業子孫養育草控』（文政7年）
にかかわる遺品，遺跡を多く見せていただき，また貴重なお話をうかがうことができ
た。この調査には川上村助役佐藤守口（現村長）からお力ぞえをいただいた。以上，こ
こに記して謝意を表する次第である。
（32）同上。
（33）拙稿「近世一農書の成立」葉山禎作・阿部正昭・中安定子編『伝統的経済社会の歴
　史的展開』一古島敏雄先生古希記念論文集一上巻（日本編）1983年　時潮社，所収，
　は，この点についての検討を行なったものである。本稿もこの論稿の準備作業のひと
　っであり，同稿は本稿での検討をもふまえて作成されている。
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